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略歴
氏名：　 小田野純丸（おだの　すみまる）

生年月日： 1945年9月30日 中国北京に生まれる

現職： 国立大学法人 滋賀大学経済学部　教授

連絡先： 〒522-8522 滋賀県彦根市馬場1-1-1

  滋賀大学経済学部　小田野研究室

 電話：（＋81）0749-27-1080　

 電子メール：odano@biwako.shiga-u.ac.jp

学歴

1969年 （昭和44年） 3月 慶應義塾大学商学部卒業

1976年 （昭和51年） 6月 University of Washington, M.A. (Economics)

1981年 （昭和56年） 6月 University of Washington, Ph.D. (Economics)

職歴

1969年－1973年  三菱総合研究所エコノミスト

1976年－1981年  ワシントン大学助手

1981年－1982年  ワシントン大学国際関係学部助教授

1982年－1984年  インドネシア国家経済開発庁アドバイザー

1984年－1987年  国際大学国際関係大学院准教授

1987年－1990年  インドネシア国家経済開発庁アドバイザー

1990年－2000年  大阪国際大学政経営情報学部、法政経学部教授

2000年－現在  国立大学法人　滋賀大学経済学部教授

所属学会

  日本経済学会

  Western Economic Association

  East Asian Economic Association

  環境経済・政策学会

  国際ビジネス学会
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専門分野

国際経済学、開発経済学、アジア経済論、応用国際金融論

業績目録

Ⅰ　教育・研究履歴と担当科目

1977年9月－1981年6月： University of Washington, Department of Economics,
   Teaching Assistant, 担当科目（経済学の基礎、ミクロ経済学）

1981年9月－1982年3月： University of Washington,
  School of International Relations,
  Assistant Professor, 担当科目（国際開発の政治経済学）

1984年4月－1987年8月： 国際大学国際関係大学院、准教授、担当科目
   （国際経済学、国際金融論、マクロ経済学、国際関係論）

1990年4月－2000年3月： 大阪国際大学経営情報学部、法政経学部、教授、
  担当科目（国際経済学、国際開発論、マクロ経済学、国際関係論）

2000年4月－現在にいたる：滋賀大学経済学部、教授、担当科目
  （国際経済学、マクロ経済学、国際マクロ経済学、国際リスク経済学）

2004年4月－2010年3月： 滋賀大学経済学部リスク研究センター長

Ⅱ　著書および編著

Conflict, Cooperation and Integration（編集委員）（Macmillan, London / 1986）

『アメリカの金融戦争』 （翻訳）（有斐閣／1986年）

『カムバック』 （翻訳）（プレジデント社／1994年）

『ベトナムの内外経済政策と工業化』 （編著）（OIU国際関係研究所、研究叢書、No.1／1996年）

『多国籍企業の生成と発展と新展開』 （編著）（OIU国際関係研究所、研究叢書、No. 5／1998年）

Exchange Rate Policies in the Emerging Countries: Currency Crises and Recovering
Process（編著）（OIU国際関係研究所、研究叢書、No.8／1999年）

『資本逃避リスクの政治経済学』 （単著）（ミネルヴァ書房／2008年）

『経済経営リスクの日中比較』 （共編）（サンライズ出版／2009年）
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Ⅲ　英文の論文

The Impact of Oil Price Increase and Devaluation on Indonesian Economy
（Proceedings of the Sixth Pacific Basin Central Bank Conference on Econometric Models,

Bank Indonesia / 1986）

A Note on Monetary Sector Modeling of the Indonesian Economy
（Journal of the Indonesian Academy of Science / 1984）

Exchange Market Pressure in Indonesia: An Application
of the Girton-Roper Monetary Model （IUJ Bulletin / 1986）

Money Supply Management and Managed Floating: 1973 I to 1985 III
（Japan- U.S. Research Center / International University of Japan / 1986）

Evolution of the Japanese Financial Structure
（in Conflict, Cooperation and Integration / Macmillan, London, 1986）

International Financial Market and Japanese Interest Rates （IUJ Bulletin / 1986）

Fiscal System and Policy in Indonesia （Southeast Asian Studies / Kyoto University / 1987）

Government Budget and Taxation in Indonesia （Asian Economic Journal / 1987）

Japanese Automobile Industry and Policy Guidance Finance 
（Asian Economic Journal / 1994）

Trade and Investment Interdependence in the Asian Economies
（OIU Journal of International Studies, 1995）

Economic Structure, Trade Promotion and Costs of Protection
（FASID Research Fellow Report / Tokyo and Cambridge / U.K. / 1996）

Exchange Rate Policies in the Emerging Countries: Currency Crises
and Recovering Process （OIU Research Monograph No.8 / 2000）

Japan’s Role in and Commitment to Indonesia’s Economic Development
（in Indonesia Maters: Diversity, Unity, and Stability in Fragile Times, edited by T. D. Nguyen

and F.J. Richter / World Economic Forum, Times Edition / Singapore / 2003）

Moving Forward with Japan: Tasks and Challenges for Indonesia
（in The Indonesian Dream: Unity, Diversity and Democracy in Times of Distrust, edited by T.D. Nguyen /

 Marshall Cavendish Academic / London / 2004）

Japan’s Development Policy: Postwar Economic Development
（Japan International Cooperation Agency / JDS program text material / 2004）

Intermediate Imports, Imperfect Competition and Sensitivity
to Currency Value Fluctuations of Vietnam （Hikone Ronso / Shiga University / 2005）

A Statistical Analysis of WTO Agreement and Disputes 
（Paper presented at Western Economic Association Annual Meeting at Beijing / 2007）
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Insufficiency in the Dispute Settlement Mechanism of the WTO: 
Consequences and Implications for the Multilateral Trading System
（GSIR Economic Development and Policy Series EDP08-1 / 2008）

Indonesia and Japan: Future Challenges on the Basis of the Five Decades
of Relationship （Paper submitted to United in Diversity publication / 2008）

Incomplete Reform of State owned Enterprises: The Missing Precondition
for External Integration and Industrial Progress of Vietnam
（with Nguyen Van Ba / Shiga University / Center for Risk Research Working Paper A-15 / May 2009）

International Reserve Holdings as a Means of External Risk Management
̶Comparative Study of Thailand and Indonesia
（Conference Proceedings / International Conference of Business and Industrial Research / 

Thai-Nichi Institute of Technology / Bangkok, Thailand / March 2010）

LNG Exports from Brunei to Japan
（with Saiful Islam / Center for Risk Research Working Paper A-20 / March 2010）

Ⅳ　日本語の論文

「戦後我が国の国際競争力－主として重化学工業品の輸出を中心とする展開」
（三菱経済研究所所報／1971年）（共著）

「東南アジア諸国工業開発基礎調査」 （国際開発センター（通産省）／1972年）（共著）

「国際貨物物流動における航空貨物と海上輸送に関する研究」
（運輸経済研究センター、1972年）（共著）

「インドネシア経済の現状と第四次５カ年計画の展望」 
（大川一司（編）／『経済協力計画策定のための基礎調査』／国際開発センター／1985年）

「金融制度と金融政策」 （安場・江崎（編）／『経済発展論』／創文社／1985年）

「インドネシアの対外債務累積問題の現状と展望」
（市村（編）／『アジア諸国における債務累積問題の研究』／関西経済研究センター／1986年）

「インドネシアの金融制度と政策」 （研究報告『東南アジアの金融制度』／
日本経済研究センター／1990年）

「インドネシアのマネー・マーケット」 （研究報告『アジアの短期金融市場』／
ハーバード大学国際開発研究所との共同プロジェクト報告／1991年）

「アジアの資金フロー：４カ国の事例研究」 （関西経済研究センター報告／
『世界的資金不足問題とアジア経済』／1992年）

「ベトナムの内外経済政策と工業化」 （大阪国際大学国際関係研究書叢書No.1／1996年）

「経済構造、貿易政策、産業保護のコスト」 
（ケンブリッジ大学客員研究員報告書／国際開発高等教育機構／1996年）
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「東南アジア諸国の資本移動と為替管理政策：通貨危機の連動性について」
（名古屋大学大学院国際開発研究科／1998年）

「アセアン通貨危機の連鎖と今後の展望」 （『研修』に所収／海外技術者研修協会／2000年）

「多国籍企業の生成と理論的研究の変遷」 （大阪国際大学国際関係研究書叢書 No.5に所収／
2000年）

「多国籍企業への道：企業の国際化」 （同上叢書に所収／2000年）

「インドネシアの金融自由化と矛盾」 （法政大学比較経済研究所／
『アジアの金融危機とシステム改革』、第６章／法政大学出版会／2000年）

「WTO加盟による中国経済の構造調整と国際関係」 （滋賀大学研究年報／2002年）

「通貨価値の不確実な変動と為替レートの経済学」 （滋賀大学彦根論叢／2003年）

「ベトナムのアセアン自由化貿易地域(AFTA)参加に関する一般均衡分析」
 （滋賀大学彦根論叢／2005年）

「アジア域内の国際資本移動と産業集積地形成に関する研究」
（内閣府経済社会総合研究所／委託調査研究報告書／2005年）

「日本株式市場と国際リスク・ファクター：国際資産価格決定モデルの応用と検証」
（リスク研究センター／CRRワーキング・ペーパーJ-4／2006年）

「通貨市場リスクと為替市場圧力(EMP)モデル」 （滋賀大学彦根論叢／2006年）

「日本のエネルギー産業の構造変化」 （滋賀大学彦根論叢／2007年）

「東アジア諸国の対外経済リスク管理と外貨準備保有行動」 （滋賀大学彦根論叢／2008年）

「エネルギー・資源価格高騰と通貨高の経済リスク－日本の経験と中国の課題」
（『経済経営リスクの日中比較』（サンライズ出版）に所収／2009年）

「国際経済リスク要因と対外収支バランスの動向－日中米の比較研究」
（共同研究報告論文／中国大連市・東北財経大学主催セミナー／2009年）

Ⅴ　社会的活動など

関経連主催、『ASEAN Top Management Seminar』における講義
（世界を取り巻く経営課題に関する英語による講義）、

1991年から現在にいたる（開催地はバンコク、クアラルンプール、マニラ、
ジャカルタ市などアセアン主要都市）。

JICA研修オリエンテーション・プログラム、『日本の経済発展と経営』、
（英語による講義）、1991年から現在にいたる。

中国長春市経済委員会主催、『中国のWTO加盟に関する課題と展望』に関する
基調講演、吉林省長春市、2000年4月。
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Mahidol University招待基調講演、『China’s Entry into WTO
and its Impact on Japanese Investment and Trade with Thailand』,
Mahidol University, Bangkok, Thailand, 2002.

太平洋人材交流センター（PREX）主催の招聘事業講師（英語による日本的経営、
技術移転などの講義）、1991年から現在にいたる。




